
令和７年度第１回 遠軽地区地域公共交通活性化協議会 会議次第 

 

令和７年６月２日 月曜日  

１０時～ 

遠軽町役場 ３階 大会議室 

 

１ 開会 

 

 

２ 会長挨拶 

 

 

３ 議事 

 

 【報告第１号】 令和６年度遠軽地区地域公共交通活性化協議会事業報告について 

 

 【報告第２号】 令和６年度遠軽地区地域公共交通活性化協議会決算報告について 

 

 【報告第３号】 令和６年度遠軽地区地域公共交通活性化協議会会計監査報告について 

 

 【議案第１号】 令和７年度遠軽地区地域公共交通活性化協議会予算（案）について 

 

 【議案第２号】 令和８事業年度地域公共交通計画認定申請について 

 

 【議案第３号】 遠軽町・湧別町・紋別市方面 広域バス路線再編及び共同経営計画策 

定について 

 

４ 意見交換 

  

 

５ その他 

 

 

６ 閉会 



遠軽地区地域公共交通活性化協議会委員名簿
（令和７年４月１日～令和９年３月３１日）

選出区分（活性化再生法） 選出機関・団体名 役　　職 氏　　名

1 遠軽町 町長 佐々木　修一

2 湧別町 町長 刈田　智之

3 佐呂間町 町長 武田　温友

4
都道府県
(第6条第2項第1号)

北海道オホーツク総合振興局
地方創生部地域
政策課長

阿部　佑介

5 北海道北見バス株式会社 乗合事業部次長 佐々木　淳

6 北紋バス株式会社 代表取締役社長 神　　良雄

7
北海道開発局網走開発建設部
遠軽開発事務所

第２道路課長 窪田　清平

8
北海道オホーツク総合振興局網
走建設管理部遠軽出張所

所長 佐藤　淳一

9
運転手が組織する団体
(第6条第2項第2号)

私鉄総連北見バス支部 執行委員長 白岡　寛司

10 遠軽町自治会連絡協議会 理事 横地　博

11 北海道遠軽高等学校ＰＴＡ 会長 奥山　睦規

12 湧別町自治会連合会 理事 上田　一義

13 湧別町ＰＴＡ連合会 事務局長 伊藤　俊哉

14 佐呂間町自治会連合会 会長 佐々木　孝三郎

15 佐呂間町ＰＴＡ連合会 会長 谷口　元気

16
北海道運輸局
(第6条第2項第3号)

北海道運輸局北見運輸支局
首席運輸企画専
門官

高松　正繁

17
警察
(第6条第2項第3号)

北海道北見方面遠軽警察署 交通課長 冨樫　俊介

地域公共交通アドバイザー
ＮＰＯ法人まちづくり支援セン
ター

代表理事 為国　孝敏

市町村
(第6条第2項第1号)

公共交通事業者等
(第6条第2項第2号)

道路管理者
(第6条第2項第2号)

住民利用者
(第6条第2項第3号)
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〇主な事業報告

①遠軽地区地域公共交通計画に基づく事業の実施

②地域公共交通計画（地域内フィーダー系統補助金）の認定

【報告第１号】

〇会議開催

開催日

第１回
R6.5.22

第２回
R7.2.13

内　容

【報告第１号】令和５年度遠軽地区地域公共交通活性化協議会事業報告
              について
【報告第２号】令和５年度遠軽地区地域公共交通活性化協議会決算報告
              について
【報告第３号】令和５年度遠軽地区地域公共交通活性化協議会会計監査
              報告について
【議案第１号】令和６年度遠軽地区地域公共交通活性化協議会予算（案）
              について
【議案第２号】地域公共交通計画（地域内フィーダー系統補助金）の認
              定申請について

【報告第１号】令和６年度遠軽地区地域公共交通計画進捗状況等について
【議案第１号】佐呂間町ふれあいバス車両更新について

令和６年度　遠軽地区地域公共交通活性化協議会事業報告
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0363
テキストボックス
【報告第２号】

0363
テキストボックス
【報告第３号】



収入の部 単位：円

科　目 予算額 説　明

負担金 1,050,000
遠軽町負担金　　　350,000円
湧別町負担金　　　350,000円
佐呂間町負担金　　350,000円

補助金 10,785,000

地域内フィーダー系統補助金
遠軽町　　 4,608,000円
湧別町　 　3,292,000円
佐呂間町　 2,885,000円
計　　　　10,785,000円

繰越金 89,870

諸収入 5,130 預金利息等

合計 11,930,000

支出の部

科　目 予算額 説　明

会議費 0

事務費 25,000 消耗品費、印刷製本費、振込手数料など

事業費 11,875,000

地域内フィーダー系統補助金
遠軽町　4,608,000円
湧別町　3,292,000円
佐呂間町　2,885,000円
公共交通アドバイザー委託　990,000円
その他事業費　100,000円

予備費 30,000

合計 11,930,000

収入総額 11,930,000円

支出総額 11,930,000円

令和７年度　遠軽地区地域公共交通活性化協議会収支予算（案）

【議案第１号】
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【議案第２号】 

令和８事業年度 地域公共交通計画認定申請について 

 

１ 地域公共交通計画認定申請について 

  路線バスの継続的な運行財源を確保するため、遠軽地区地域公共交通計

画に基づき、国の補助制度である地域公共交通確保維持改善事業費補助金

を活用する予定であり、これにあたり昨年度に引き続き、令和８事業年度

の地域公共交通計画を提出するもの。 

 

２ 計画対象期間 

  令和８事業年度（事業期間：令和７年１０月～令和８年９月末） 

 

３ 地域公共交通確保維持改善事業費補助制度の概要 

（１）地域内フィーダー系統補助確保維持国庫補助金 

・通称「フィーダー補助」と呼ばれ、国のバス運行等に対する補助メニュ

ーのひとつ。 

・利用者が多く、地域の拠点間をつなぐ幹線路線バス（本地域では遠軽～

紋別間を結ぶ路線）を補完し、接続する赤字の支線が補助対象となる。 

・補助要件を満たすと、運行経費の最大２分の１の補助が受けられる。た

だし、市町村ごとに補助上限額が設けられ、この補助上限額と経費の２

分の１を比較し、金額の低い方が最終的な補助金額となる。 

※補助上限額：遠軽町 4,608 千円 

湧別町 3,292 千円 

佐呂間町 2,885 千円 
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【議案第２号】 

補助対象路線 

番号 路線名 運行事業者 

１ 清里線 北海道北見バス株式会社 

２ 町内循環線 北海道北見バス株式会社 

３ 社名淵線 遠軽町 

４ 瀬戸瀬温泉線 遠軽町 

５ 計呂地・中湧別線 湧別町 

６ 三里浜線 湧別町 

７ ふれあいバス遠軽線 佐呂間町 

８ ふれあいバス北見線 佐呂間町 

※上記路線は遠軽地区地域公共交通計画内において「地域内フィーダー系統 

路線」として位置付けている。 

 

（２）車両減価償却費等国庫補助金 

 ・地域内フィーダー系統路線を運行するための車両購入費に対する補助メ

ニューのひとつ。運行事業者の負担軽減や老朽更新による安全確保、利

用者利便の観点から更新したバス車両の減価償却費に対する支援。  

・車両購入に係る補助対象経費の最大２分の１の補助が受けられる。ただ

し、購入する車両に応じて補助対象経費の限度額が設けられている。   

※補助対象経費の限度額：ノンステップ型車両 1,500 万円 

              ワンステップ型車両 1,300 万円 

              小型車両 1,200 万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐呂間町ふれあいバスで使用する小型車両（約 1,300 万円）を令和８年２

月に購入予定。５年間で 600 万円の補助を見込む。 
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【議案第２号】 

４ 申請書類 

 （１）地域公共交通計画認定申請書 

（２）遠軽地区地域公共交通計画別紙 

（３）表１ 地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行 

系統の概要及び運送予定者（地域内フィーダー系統） 

（４）表５ 地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

（５）表６ 車両の取得計画の概要（車両減価償却費等補助）（地域内フィ

ーダー系統） 

（６）各種添付書類 

 

５ 今後のスケジュール（令和８事業年度） 

・令和７年６月下旬 地域公共交通計画認定書を北海道運輸局北見運輸支 

局へ提出。 

・令和７年９月下旬 地域公共交通計画の認定予定 

・令和７年１０月～令和８年９月 計画事業期間 

・令和８年１１月中 実績報告とともに補助金交付申請 

・令和９年３月末  補助金額の確定とともに協議会へ入金予定 
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様式第１－１（日本産業規格Ａ列４番） 

遠軽地区地域公共交通活性化協議会第 号 

令和７年６月  日 

 

 

国土交通大臣 殿 

 

 

                              氏名又は名称 遠軽地区地域公共交通活性化協議会 

                             住     所  北海道紋別郡遠軽町１条通北３丁目１番地１ 

                             代表者氏名    会長 佐々木 修 一  

 

 

 

地域公共交通計画認定申請書 

 

 

 

 地域公共交通計画のうち、地域公共交通確保維持事業に係る計画を別紙のとおり定

めたので、関係書類を添えて申請します。 
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別 紙 

（案） 

 

令和７年６月  日 

 

          （名称）遠軽地区地域公共交通活性化協議会       
  

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

 遠軽地区は北海道オホーツク管内の中央部に位置し、遠軽町・湧別町及び佐呂間町の３

町で構成されている。 

 本地区は人口減少・少子高齢化が進み、自家用車での移動が中心の生活となっているた

め、地域公共交通の確保維持に向けた利用者の確保に苦戦が続いており、地域公共交通を

担う事業者においても、乗客減少による収益の悪化や乗務員不足が顕著になるなど、取り

巻く状況は年々悪化の一途をたどっている。 

これまでは各町において、地域公共交通に対し施策等の推進を進めていたが、財政負担

の増加も今後見込まれることから、より効率的かつ利便性の高い広域的な公共交通網の構

築を行うため、既に消防・ごみ処理等の広域連携が進められ、経済面や生活面における関

わりが強く、生活圏を共にする３町が連携し、より効率的に地域住民や来訪者にとって利

便性の高い地域公共交通網を維持・確保するとともに、各町の地域公共交通の方向性を定

めることを目的に、令和５年６月に協議会を立ち上げ、令和６年４月に遠軽地区地域公共

交通計画を策定した。 

 遠軽地区の生活交通ネットワークを確保するためには、町営路線バス、民間路線バス、

ふれあいバス（コミュニティバス）、タクシー、鉄道など、それぞれが持つ運行特性や役割

に基づき、相互に補完しあうことが必要であり、特に地域間幹線系統となる湧別線・紋別

線・遠軽線に接続する地域内フィーダー系統路線については、地域内生活交通のうち、公

共交通空白地域の解消を担う支線路線を運行する役割であることから、地域公共交通確保

維持事業を活用し、安定的に確保維持していくことが必要である。 
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別 紙 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

  

【遠軽町】 

①清里線 

年間の１日あたり乗車人数 ４０人／日、年間収支率１７．０％以上 

令和６年度実績：３５人／日、年間収支率１２．６％ 

②町内循環線 

 年間の１日あたり乗車人数 ９０人／日、年間収支率２５．０％以上 

令和６年度実績：８２人／日、年間収支率２２．０％  

③社名淵線 

 年間の１日あたり乗車人数  ６人／日、年間収支率 ２．０％以上 

令和６年度実績： １人／日、年間収支率 ０．７％ 

④瀬戸瀬温泉線 

 年間の１日あたり乗車人数 １０人／日、年間収支率 ６．０％以上 

令和６年度実績： ８人／日、年間収支率 ２．９％  

【湧別町】 

①計呂地・中湧別線 

年間の１日あたり乗車人数 ２８人／日、年間収支率０．７１％以上 

令和６年度実績：２１人／日、年間収支率１．０６％  

②三里浜線 

年間の１日あたり乗車人数 ３６人／日、年間収支率０．２２％以上 

令和６年度実績：２７人／日、年間収支率０．２５％  

【佐呂間町】 

①ふれあいバス遠軽線 

年間の１日あたり乗車人数 １９人／日、年間収支率 ２．７％以上 

令和６年度実績：１８人／日、年間収支率 １．９％  

②ふれあいバス北見線 

年間の１日あたり乗車人数 ２１人／日、年間収支率 ２．７％以上 

令和６年度実績：２２人／日、年間収支率 ２．４％  

  

（遠軽地区地域公共交通計画 P77 参照） 

（２）事業の効果 

  

地域内フィーダー系統路線を維持することにより、本地区において地域センター病院と

なる遠軽厚生病院や遠軽駅への移動手段が確保され、地域間の交流及び福祉の増進が図ら

れ、各町民の生活の質が向上する。また、３町において地域公共交通に係る現状と課題を

共有し、持続的な地域公共交通施策を進めることにより、交通事業者の効率化や行政負担

の軽減による住民サービスの向上が期待され、安心して住み続けられる地域づくりに寄与

する。 

 

 

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

・住民ニーズ及び利用実態に応じた便数や運行ダイヤの見直し（遠軽町・湧別町・佐呂間

町・事業者）（遠軽地区地域公共交通計画 P69～71 参照） 

・ふれあいバスを活用した広域移動の利便性向上（遠軽町・湧別町・佐呂間町・事業者）（遠

軽地区地域公共交通計画 P72 参照） 

・公共交通に係る情報提供及び運賃助成等の継続（遠軽町・湧別町・佐呂間町）（遠軽地区

地域公共交通計画 P74 参照） 
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別 紙 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者 
 

表１のとおり 

 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 
運行に係る費用総額 143,354 千円のうち、３町から運行事業者への補助金額については、

運行収入及び国庫補助金を運行経費から差し引いた差額分を負担することとしている。 

 佐呂間町ふれあいバス北見線については、当該運行系統は北見市内を片クローズにして 

おり、北見市民の利用は想定になく、かつ北見市の経費負担はないため、北見市地域公共 

交通網形成計画に位置づけが無く、北見市は遠軽地区地域公共交通活性化協議会に構成員 

として参画していない。 

６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法 

・利用者数や収支について、数値指標によるモニタリング・評価を実施 

・住民ヒアリングを実施 

 

 

７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

 

８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

  

９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期及

びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

 

10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

 

 表５のとおり 

 

11．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 
 

佐呂間町ふれあいバス（町外線）は平成 22 年 10 月に運行開始し、月曜日、水曜日、金

曜日に遠軽町、火曜日、木曜日には北見市へ運行している。現在使用している車両は平成

23 年 8 月に購入したもので、購入してから 12 年が経過し、走行距離が 70 万キロを超え修

理する頻度も増加しており、安全運行を確保し、既存の路線を維持して運行するために、

老朽化した車両の早急な更新を行う必要がある。 
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12．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 
 

 ふれあいバス遠軽線 

年間の１日あたり乗車人数 １９人／日、年間収支率２．７％以上 

ふれあいバス北見線 

年間の１日あたり乗車人数 ２１人／日、年間収支率２．７％以上 

 

（２）事業の効果 

  

 新車両を購入することで、故障機会が減少し、安全性の向上に期待できる。 

 

13 車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する費

用の総額、負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式

車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

車両総額 13,044 千円のうち、国庫補助金を差し引いた差額分を佐呂間町が負担する。 

 

14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

① 車両の代替による費用削減等の内容 

 

※該当なし 

 

 

② 代替車両を活用した利用促進策 

 

※該当なし 

 

 

15．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

 

16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

※該当なし 

 

（２）事業の効果 

※該当なし 
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17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

 ※該当なし 

 

18．協議会の開催状況と主な議論 

・令和５年６月１２日（R5 年度第 1回）  

協議会設立、事業内容及び令和５年度歳入歳出予算（案）について協議のうえ同意を得 

られた。 

・令和５年９月２９日（R5 年度第 2回） 

監査員の指名、遠軽地区地域公共交通計画の方向性（案）について同意を得られた。 

・令和５年１２月２２日（R5 年度第 3回） 

遠軽地区地域公共交通計画（案）について同意を得られた。 

・令和６年３月２６日（R5 年度第 4回） 

パブリックコメント実施後の遠軽地区地域公共交通計画（案）について同意を得られた。 

 

遠軽地区地域公共交通計画策定（令和６年４月） 

 

・令和６年５月２２日（R6 年度第 1回） 

 令和５年度決算報告・令和６年度歳入歳出予算（案）及び令和７年度地域内フィーダー

系統補助に係る地域公共交通計画認定申請について 

・令和７年２月１３日（R6 年度 2回目） 

 遠軽地区地域公共交通計画の進捗状況を報告するとともに、佐呂間町ふれあいバス車両

更新について同意を得られた。 

 

・令和７年度６月２日（R7 年度第 1回目） 

 令和６年度決算報告・令和７年度歳入歳出予算（案）、令和８事業年度地域公共交通計画

認定申請について及び北海道オホーツク地域等公共交通利便増進実施計画【遠軽町・湧

別町・紋別市方面】（案）について 

 

19．利用者等の意見の反映状況 

遠軽地区地域公共交通活性化協議会の構成員には、地域住民・利用者の代表として３町

の自治会連合会から各１名、遠軽高等学校ＰＴＡから１名、ＰＴＡ連合会から２名が参画

している。 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所）北海道紋別郡遠軽町１条通北３丁目１

番地１ 

（所 属）遠軽地区地域公共交通活性化協議会                

（事務局：遠軽町役場総務部企画課） 

（氏 名）                 

（電 話） 0158-42-4818          

（e-mail） kikaku@engaru.jp               
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表
１

　
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
事

業
に

よ
り

運
行

を
確

保
・維

持
す

る
運

行
系

統
の

概
要

及
び

運
送

予
定

者
（地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
）

令
和

8
年

度

起
点

経
由

地
営

業
区

域
終

点
運

行
態

様
の

別
基

準
ハ

で
該

当
す

る
要

件
（別

表
７

・９
）

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
等

と
接

続
の

確
保

基
準

ホ
で

該
当

す
る

要
件

（
別

表
７

の
み

）

往
25

.3
㎞

復
25

.3
㎞

(循
環

)

18
.1

㎞

(循
環

)

18
.1

㎞

(循
環

)

18
.1

㎞

往
13

.4
㎞

復
13

.4
㎞

往
20

.4
㎞

復
20

.4
㎞

往
30

.9
㎞

復
30

.9
㎞

往
15

.7
㎞

復
15

.7
㎞

往
34

.1
㎞

復
34

.1
㎞

往
40

.4
㎞

復
40

.4
㎞

（
注

）

１
．

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

「
運

行
系

統
名

等
」
に

運
賃

低
廉

化
を

行
う

運
行

サ
ー

ビ
ス

の
名

称
を

記
載

す
る

こ
と

。

２
．

区
域

運
行

又
は

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

運
行

系
統

の
「
経

由
地

」
に

営
業

区
域

又
は

運
賃

低
廉

化
対

象
地

域
を

記
載

す
る

こ
と

と
し

、
「
起

点
」
、

「
終

点
」
及

び
「
系

統
キ

ロ
程

」
に

つ
い

て
記

載
を

要
し

な
い

。

３
．

「
系

統
キ

ロ
程

」
に

つ
い

て
は

、
小

数
点

第
１

位
（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
記

載
す

る
こ

と
。

な
お

、
循

環
系

統
の

場
合

に
は

、
往

又
は

復
の

ど
ち

ら
か

の
欄

に
キ

ロ
程

を
記

載
し

、
も

う
片

方
の

欄
に

「
循

環
」
と

記
載

す
る

こ
と

。

４
．

「
利

便
増

進
特

例
措

置
」
及

び
「
運

送
継

続
特

例
措

置
」
に

つ
い

て
は

、
利

便
増

進
計

画
又

は
運

送
継

続
計

画
の

認
定

を
受

け
、

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

に
係

る
特

例
措

置
の

適
用

（
別

表
９

又
は

別
表

１
０

）
を

受
け

て
補

助
対

象
と

な
る

場
合

の
み

「
○

」
を

記
載

す
る

こ
と

。

５
．

「
運

行
態

様
の

別
」
に

つ
い

て
は

、
路

線
定

期
運

行
、

路
線

不
定

期
運

行
、

区
域

運
行

、
乗

用
タ

ク
シ

ー
に

よ
る

運
行

の
別

を
記

載
す

る
こ

と
。

６
．

「
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

等
と

接
続

の
確

保
」
に

つ
い

て
は

、
地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
が

接
続

す
る

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
又

は
地

域
間

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
ど

の
よ

う
に

接
続

を
確

保
す

る
か

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

。

７
．

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

「
運

行
系

統
名

」
「
利

便
増

進
特

例
措

置
」
に

つ
い

て
記

載
を

要
し

な
い

。

８
．

本
表

に
記

載
す

る
運

行
予

定
系

統
を

示
し

た
地

図
及

び
運

行
ダ

イ
ヤ

を
添

付
す

る
こ

と
。

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

営
業

区
域

を
示

し
た

地
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

北
海

道
北

見
バ

ス
株

式
会

社

遠
軽

町

路
線

定
期

運
行

①

遠
軽

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
で

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
バ

ス
湧

別
線

・紋
別

線
及

び
北

紋
バ

ス
遠

軽
線

と
接

続

②

(４
) 

町
内

循
環

線
（岩

見
通

り
廻

り
）

遠
軽

岩
見

通
り

・学
田

団
地

・西
町

遠
軽

36
4 

日
36

4.
0 

回
路

線
定

期
運

行
①

遠
軽

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
で

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
バ

ス
湧

別
線

・紋
別

線
及

び
北

紋
バ

ス
遠

軽
線

と
接

続

②

1,
02

0.
0 

回

87
2.

0 
回

(５
) 

社
名

淵
線

36
2 

日

佐
呂

間
町

72
8.

0 
回

②
29

7.
0 

回
路

線
定

期
運

行
②

（
１

）
北

見
駅

で
広

域
広

域
幹

線
系

統
で

あ
る

石
北

本
線

と
接

続

路
線

定
期

運
行

①

遠
軽

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
で

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
バ

ス
湧

別
線

・紋
別

線
及

び
北

紋
バ

ス
遠

軽
線

と
接

続

②

路
線

定
期

運
行

①

遠
軽

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
で

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
バ

ス
湧

別
線

・紋
別

線
及

び
北

紋
バ

ス
遠

軽
線

と
接

続

②

①

遠
軽

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
で

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
バ

ス
湧

別
線

・紋
別

線
及

び
北

紋
バ

ス
遠

軽
線

と
接

続

湧
別

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
で

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
バ

ス
湧

別
線

・紋
別

線
及

び
北

紋
バ

ス
遠

軽
線

と
接

続

北
見

日
赤

病
院

99
 日

②

①

中
湧

別
T
O

M
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

で
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

バ
ス

湧
別

線
・紋

別
線

及
び

北
紋

バ
ス

遠
軽

線
と

接
続

②

①

2,
06

0.
0 

回

路
線

定
期

運
行

①

遠
軽

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
で

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
バ

ス
湧

別
線

・紋
別

線
及

び
北

紋
バ

ス
遠

軽
線

と
接

続

②

路
線

定
期

運
行

①

遠
軽

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
で

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
バ

ス
湧

別
線

・紋
別

線
及

び
北

紋
バ

ス
遠

軽
線

と
接

続

②

路
線

定
期

運
行

②

市
区

町
村

名
運

送
予

定
者

名
運

行
系

統
名

等
（
申

請
番

号
）

運
行

系
統

系
統

キ
ロ

程

計
画

運
行

日
数

計
画

運
行

回
数

利 便 増 進 特 例 措 置

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

の
基

準
適

合
（
別

表
７

・
別

表
９

・
別

表
１

０
）

運 送 継 続 特 例 措 置

佐
呂

間
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

36
4 

日

遠
軽

（
役

場
前

）
留

岡
・社

名
淵

千
代

田
36

2 
日

遠
軽

遠
軽

学
田

団
地

・
岩

見
通

り
・西

町
遠

軽

36
1 

日
2,

04
7.

0 
回

湧
別

町

遠
軽

町

湧
別

町

佐
呂

間
町

36
1 

日
1,

08
3.

0 
回

路
線

定
期

運
行

(８
) 

三
里

浜
線

湧
別

ア
サ

リ
浜

竜
宮

台

(１
０

) 
ふ

れ
あ

い
バ

ス
北

見
線

若
佐

遠
軽

厚
生

病
院

42
9.

0 
回

(９
) 

ふ
れ

あ
い

バ
ス

遠
軽

線
14

3 
日

佐
呂

間
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

若
佐

路
線

定
期

運
行

(１
) 

清
里

線
遠

軽
生

田
原

キ
ラ

ラ
ン

清
里

36
4 

日

芭
露

19
号

線

1,
15

0.
0 

回

(６
) 

瀬
戸

瀬
温

泉
線

遠
軽

（
役

場
前

）
西

町
・瀬

戸
瀬

瀬
戸

瀬
温

泉

(７
) 

計
呂

地
・中

湧
別

線
さ

ざ
波

（
湧

別
）

(２
) 

町
内

循
環

線
（西

町
廻

り
）

(３
) 

町
内

循
環

線
（学

田
団

地
廻

り
）

36
4 

日

西
町

・岩
見

通
り

・学
田

団
地

遠
軽

14
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表５　地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要

（単位：人）

　交通不便地域等の内訳

（１）記載要領
１．

２．「人口集中地区以外」の欄は、国勢調査結果により設定された人口集中地区に該当し
ない地区の人口を記載すること。

３．

４．

５．

６．

（２）添付書類
１． 「人口集中地区以外の地区」及び「交通不便地域等」の区分が分かる地図を添付すること。

（ただし、全域が交通不便地域等となる場合には省略可）

人口集中地区以外 24,506

市区町村名 遠軽町・湧別町・佐呂間町

人　口

交通不便地域 32,386

人　口 対象地区 根拠法

19,241 遠軽町内全域
過疎地域の持続的発展の支援に

関する特別措置法

8,270 湧別町内全域
過疎地域の持続的発展の支援に

関する特別措置法

4,875 佐呂間町内全域
過疎地域の持続的発展の支援に

関する特別措置法

計画名 策定年月日 特例適用開始年度

遠軽地区地域公共交通計画 令和６年４月

　地域公共交通計画、地域公共交通利便増進実施計画、地域旅客運送サービス継続実施計画の策定
年月日及び特例適用開始年度

「交通不便地域等」の欄は、地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（以下、
「交付要綱」という。）の別表７（ハ②（１））に記載のある過疎地域の人口及び交付
要綱別表７（ハ②（２）（実施要領の２．（１）⑪））に基づき地方運輸局長等が指定
する交通不便地域の人口及び交付要綱別表７リに基づき地方運輸局長等が認める地域の
合計（重複する場合を除く）を記載すること。

「対象地区」の欄には、当該市町村の一部が交付要綱別表７（ハ②（１））に掲げる法
律（根拠法）に基づき地域指定されている場合に、根拠法ごとに当該区域の旧市町村名
等を記載すること。また、地方運輸局長等が指定する交通不便地域等が存在する場合に
は、該当する区域名を記載すること。

「根拠法」の欄は、交通不便地域を地方運輸局長等が指定した場合は、「局長指定」と
記載すること。また、乗用タクシー以外での輸送が著しく困難であるものとして地方運
輸局長等が認めた場合は、「局長指定（乗用）」と記載すること。

「特例適用開始年度」の欄は、地域公共交通利便増進実施計画又は地域旅客運送サービ
ス継続実施計画を策定し、利便増進特例又は運送継続特例を適用する場合に記載するこ
と。

人口は最新の国勢調査結果を基に記載すること。ただし、地方運輸局長等が指定する交
通不便地域の場合は、申請する年度の前年度の３月末現在の住民基本台帳を基に記載す
ること。

15

0363
テキストボックス
【議案第２号】



表
６
　
車
両
の
取
得
計
画
の
概
要
（車
両
減
価
償
却
費
等
補
助
）（
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
）

イ
ロ

ハ

佐
呂
間
町

1
（
7
,8
）
ふ
れ
あ
い
バ
ス
遠
軽
線

ふ
れ
あ
い
バ
ス
北
見
線

小
型
車
両

2
9

令
和
8
年
2
月

一
括

2
（　
）

3
（　
）

4
（　
）

5
（　
）

（注
）

４
．
「利
便
増
進
特
例
措
置
」又
は
「運
送
継
続
特
例
措
置
」に
つ
い
て
は
、
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
計
画
又
は
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
継
続
実
施
計
画
の
認
定
を
受
け
、
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
に
係
る
特
例
措
置
の
適
用

（別
表
９
又
は
別
表
１
０
）を
受
け
た
補
助
対
象
系
統
の
運
行
の
用
に
供
す
る
場
合
の
み
「○
」を
記
載
す
る
こ
と
。

５
．
「購
入
等
の
種
別
」に
つ
い
て
は
、
一
括
、
割
賦
又
は
リ
ー
ス
の
別
を
記
載
す
る
こ
と
。

市
区
町
村
名

バ
ス
事
業
者
等
名

申 請 番 号

運
行
の
用
に
供
す
る

補
助
対
象
系
統
名

（
申
請
番
号
）

乗
車

定
員

購
入
年
月

利
便

増
進

特
例

措
置

購
入
等
の
種
別

佐
呂
間
町

運
送

継
続

特
例

措
置

補
助
対
象
車
両
の
種
別

１
．
「補
助
対
象
車
両
の
種
別
」に
つ
い
て
は
、
イ
欄
に
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
型
、
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
型
、
小
型
車
両
又
は
プ
テ
ィ
バ
ス
の
別
を
、
ロ
欄
に
ス
ロ
ー
プ
付
き
又
は
リ
フ
ト
付
き
の
別
を
、
ハ
欄
に
標
準
仕
様
（
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
認
定
要

領
（平
成
２
２
年
６
月
４
日
付
け
国
自
技
第
４
９
号
又
は
平
成
２
７
年
７
月
２
日
付
け
国
自
技
第
７
５
号
）に
基
づ
く
認
定
を
受
け
た
も
の
）
又
は
非
標
準
仕
様
の
別
を
記
載
す
る
こ
と
。

２
．
「乗
車
定
員
」に
つ
い
て
は
、
座
席
数
（運
転
席
を
含
む
）に
立
席
数
を
加
え
た
数
を
記
載
す
る
こ
と
。
な
お
、
立
席
は
座
席
を
除
い
た
面
積
を
１
人
あ
た
り
の
専
有
面
積
0
.1
4
平
方
メ
ー
ト
ル
で
除
し
た
数
と
す
る
（
道
路
運
送
車
両
保

安
基
準
第
24
条
、
第
53
条
）。

３
．
「購
入
年
月
」に
つ
い
て
は
、
初
年
度
の
場
合
は
購
入
予
定
年
月
を
記
載
す
る
こ
と
。
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１. 計画の趣旨 

１－１ 申請者の名称等 

○ 北海道北見バス株式会社（北見バス） 

所 在 地：北海道北見市南町１丁目５番４号 

  代表者氏名：代表取締役社長 福村 泰司 

 

○ 北紋バス株式会社（北紋バス） 

所 在 地：北海道紋別市元紋別６７８番地 

  代表者氏名：代表取締役 神 良雄 
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１－２ 計画区域・対象路線 

 本計画は、北海道遠軽町から湧別町及び紋別市方面（遠紋地域）において、事業者が重複

して運行している区間を含むバス路線について、最適化を図ることにより生じた余剰を充当

するバス路線を対象路線とし、当該対象路線の周辺（半径 500m）を計画区域とする。 

 

 計画区域 対象路線の周辺（半径 500m） 

 対象路線 以下の３系統の路線＋余剰充当先となる新設系統の路線 

・ 湧別線（北見バス） 

・ 紋別線（北見バス） 

・ 遠軽線（北紋バス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2-1 計画区域・対象路線（遠紋地域） 

  

＜重複区間１＞ 

湧別線、紋別線、遠軽線が 

重複している区間 

＜重複区間２＞ 

紋別線、遠軽線が 
重複している区間 

 対象路線 

 計画区域 

 重複区間 

© OpenStreetMap contributors 



3 

 

１－３ 共同経営の概要 

 遠紋地域における乗合バス事業は、少子高齢化や人口減少、モータリゼーションの進展に

よる利用者の減少に加え、近年の生活様式の変化を受け、かつて経験のしたことのないよう

な極めて厳しい経営状況にある。 

本計画では、乗合バス事業者が連携して以下の取組を行うことにより、一定程度の便数は

減少するものの、地域に必要なサービス水準を保ちつつ、運行効率化によって収支改善を図

り、持続可能な地域公共交通の確保につなげる。 

 

○重複路線における運行事業者の一元化 

 - 対象路線における各運行事業者の対応区域を分担し、各区域での運行の一元化を図

ることで、地域に必要なサービス水準を確保しつつ運行コストの最小化を図る。 

 

○需給バランスを踏まえた運行便数の適正化 

 - 利用者数と運行便数を分析・評価し、需要に応じた供給量の適正化を図る。 

 

○乗継ぎサービスの構築による利便性の維持・向上 

 - 事業者が連携して乗継ぎサービスの提供を行うことで、シームレスな利用環境の構

築を図る。 
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事業方針 

 重複区間１ 遠軽町～湧別町間 

 運行会社 北海道北見バス、北紋バス 

 対象路線 湧別線・紋別線（北海道北見バス）、遠軽線（北紋バス） 

 取組内容 重複路線の見直し 

北海道北見バス ○紋別線（遠軽町～湧別町間）の廃止 

        ≪余剰の充当≫ 

- ＪＲとの接続便に必要な運転手・車両の確保 

- 運転手の労働環境の改善 

       北 紋 バ ス ○遠軽線の一部区間（遠軽町～湧別町間）の廃止 

 

 重複区間２ 湧別町～紋別市間 

 運行会社 北海道北見バス、北紋バス 

 対象路線 紋別線（北海道北見バス）、遠軽線（北紋バス） 

 取組内容 重複路線の見直し 

北海道北見バス ○紋別線（湧別町～紋別市間）の廃止 

       北 紋 バ ス ○遠軽線の一部区間（遠軽町～湧別町間）の廃止 

       ≪余剰の充当≫ 

- サービスの維持確保に必要な運転手・車両の確保 

- 運転手の労働環境の改善 

 

 共同サービス提供 

 運行会社 北海道北見バス、北紋バス 

 対象路線 見直し後の湧別線（北海道北見バス）、見直し後の湧紋線（北紋バス） 

 取組内容 中湧別文化センターTOM における乗継ぎサービスの共同提供 

北海道北見バス ○湧別線から湧紋線への乗継ぎに係るダイヤ調整・ 通し

運賃・共通定期券の適用 

      北 紋 バ ス ○湧紋線から湧別線への乗継ぎに係るダイヤ調整・通し 

運賃・共通定期券の適用 

 バスロケーションシステムによる位置情報提供サービスの共同運用 

北海道北見バス ○北紋バスから提供される湧紋線のバスロケーションデ 

ータの情報発信   

      北 紋 バ ス ○北海道北見バスから提供される湧別線のバスロケー 

ションデータの情報発信 
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２. 共同経営の内容 

２－１ 対象路線 

 下記に示す系統を対象路線とする。 

表 2-1-1 対象路線一覧 

事業者 系統 起点 終点 主な経由地 キロ程 

北海道北見バス 
湧別線 遠軽バスターミナル 湧別バスターミナル 中湧別文化センターTOM 22.0km 

紋別線 遠軽バスターミナル 紋別バスターミナル 中湧別文化センターTOM 54.1km 

北紋バス 遠軽線 紋別バスターミナル 遠軽バスターミナル 中湧別文化センターTOM 54.1km 

 

 

○運行系統図（現状） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 遠軽 BT 

 紋別 BT 

 中湧別文化センターTOM 

 川西 

 湧別 BT 

＜重複区間１＞ 
湧別線 23 便/日 
紋別線  8 便/日 
遠軽線  8 便/日 

＜重複区間２＞ 
紋別線  8 便/日 
遠軽線  8 便/日 

図 2-1-1 運行系統図（現状） 
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２－２ 共同経営の内容 

 各重複区間は、２社間の競合を解消し、各運行事業者の対応区域を分担し、各区域での運

行の一元化を図ることで、地域に必要なサービス水準を確保しつつ運行コストの最小化を図

る。 

事業者間で協調して運行ダイヤを設定することで利便性を保ちつつ、需給バランスを踏ま

えて運行便数の適正化を図り、収支改善を＋８．６百万円（令和８年度）見込む。 

 

（１）重複路線の見直し 

紋別線の廃止 

重複区間１及び２における紋別線と遠軽線の事業者間の競合を解消するため、北海道北

見バスの紋別線を廃止する。 

 

遠軽線の一部区間の廃止 

重複区間１における遠軽線と湧別線の事業者間の競合を解消するため、北紋バスの遠軽

線の遠軽町～湧別町間の区間を廃止する。 

 

湧別町の交通結節化 

重複区間１及び２における競合解消により、遠軽町～湧別町間の運行は北海道北見バス

が湧別線として担い、湧別町～紋別市間の運行は北紋バスが湧紋線として担う。各社での

運行区域を分けたことにともない、遠軽町から紋別市までの広域移動に際しては、湧別町

での乗り換えが必要となることから、２社間において、湧別線と湧紋線の接続ダイヤを調

整することで、湧別町を新たな交通結節とする。 

 

需要に応じた供給量の適正化 

重複区間１について、現状では３系統を合わせて 39 便の運行となっているが、競合の

解消にともない、新たな系統となる湧別線においては、遠軽町～紋別市間の広域移動に必

要なダイヤを設定するとともに、利用実態を踏まえた供給量の適正化を図る。 

 

表 2-2-1 対象路線における運行便数 

事業者 現状系統 現状便数 実施後系統 実施後便数 

北海道北見バス 
湧別線 23 

湧別線 34 
紋別線 8 

北紋バス 遠軽線 8 湧紋線 16 
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（２）共同サービスの提供 

乗継ぎサービスの共同提供 

湧別町の交通結節化にともない、新たな系統となる湧別線及び湧紋線においては、遠軽

町～紋別市間の広域移動に際しては、２系統を乗り継ぐこととなることから、２系統間の

乗り継ぎに係るダイヤ調整はもとより、２社間での通し運賃の適用や共通定期券の共同運

用を行う。加えて、サービスの提供に際して、２社間で共通で利用可能な ICT システムを

導入していくことで、利用者の利便性の向上はもとより、２社間での業務効率化を図る。 

 

バスロケーションサービスの共同運用 

北海道北見バスにおいて運用しているバスロケーションシステムを、北紋バスの湧紋線

においても導入するとともに共同運用を行うことで、利用者の利便性の向上はもとより、

２社間での業務効率化を図る。 

 

（３）余剰の充当 

  重複路線の見直しにより生じた余剰は、北海道北見バスの湧別線における JR 遠軽駅に

おける JRとの接続改善への充当を検討する。また、両社においては運転手の欠員の補充

や労働環境改善にも活用し、運転手不足に伴うサービス低下の回避を図る。 
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○運行系統図（実施後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 遠軽 BT 

 紋別 BT 

 中湧別文化センターTOM 

 川西 

 湧別 BT 

＜北海道北見バス＞ 
湧別線 34 便/日 

＜北紋バス＞ 
湧紋線 16 便/日 

図 2-2-1 運行系統図（実施後） 

＜遠軽町～湧別町間＞ 

・北海道北見バスの運行に一元化 

・需要に応じて便数を適正化 

・JR との接続改善への充当 

・中湧別文化センターTOM での湧紋線と

の接続調整、乗継ぎサービス等の共同

提供 

＜湧別町～紋別市間＞ 

・北紋バスの運行に一元化 

・需要に応じて便数を適正化 

・中湧別文化センターTOM での湧別線と 

の接続調整、乗継ぎサービス等の共同 

提供 

＜共同サービス＞ 

・通し運賃や共通定期の共同提供 

・バスロケーションサービスの共同運用 
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○新旧時刻表 

 

表 2-2-2 新旧時刻表 （仮） 

（旧時刻表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新時刻表） 

 

停 留 所 名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

網走 網走 網走 北見 網走 網走 北見 網走 北見

北 見 か ら 754 839 950 1145 1425 1620 1832 1939 2051

白滝 札幌 上川 旭川 旭川 札幌 札幌

旭 川 か ら 742 1029 1246 1436 1718 1904 2101

遠 軽 6:25 6:40 7:20 8:00 9:15 10:00 11:00 11:45 12:35 13:30 14:30 15:20 15:50 16:30 17:25 18:15 19:20 20:00

開 盛 6:32 6:47 7:27 8:07 9:22 10:07 11:07 11:52 12:42 13:37 14:37 15:27 15:57 16:37 17:32 18:22 19:27 20:07

開 盛 市 街 6:33 6:47 7:27 8:07 9:22 10:07 11:07 11:52 12:42 13:37 14:37 15:27 15:57 16:37 17:32 18:22 19:27 20:07

上 湧 別 6:41 6:56 7:37 8:16 9:31 10:17 11:16 12:02 12:52 13:47 14:47 15:37 16:07 16:47 17:42 18:32 19:37 20:17

チューリップ公園 6:43 6:58 7:39 8:19 9:31 10:19 11:19 12:04 12:54 13:49 14:49 15:39 16:09 16:49 17:44 18:34 19:39 20:19

中湧別文化センタートム 6:50 7:04 7:25 7:46 8:26 9:15 9:41 10:00 10:26 11:26 11:50 12:11 13:01 13:56 14:56 15:25 15:46 16:16 16:20 16:56 17:25 17:51 18:41 19:46 19:55 20:26

中 湧 別 市 街 6:51 7:05 7:26 7:47 8:27 9:16 9:42 10:01 10:27 11:27 11:51 12:12 13:02 13:57 14:57 15:26 15:47 16:17 16:21 16:57 17:26 17:52 18:42 19:47 19:56 20:27

湧 別 ４ 号 線 6:56 7:10 7:32 7:52 8:31 9:22 9:46 10:07 10:31 11:31 11:57 12:17 13:07 14:02 15:02 15:32 15:52 16:22 16:27 17:02 17:32 17:57 18:47 19:52 20:02 20:32

湧 別 7:00 7:13 | 7:58 8:38 | 9:53 | 10:38 11:38 | 12:23 13:13 14:08 15:08 | 15:58 16:28 | 17:08 | 18:03 18:53 19:58 | 20:38

川 西 7:34 9:24 10:09 11:59 15:34 16:29 17:34 20:04

沼 の 上 7:40 9:30 10:15 12:05 15:40 16:35 17:40 20:10

小 向 7:48 9:38 10:23 12:13 15:48 16:43 17:48 20:18

オ ホ ー ツ ク流 氷 公 園 前 7:59 9:49 10:34 11:25 15:59 16:54 17:59 20:29

元 紋 別 8:00 9:50 10:35 12:26 16:00 16:55 18:00 20:30

紋 別 高 校 8:05 | | | | | | |

南 ヶ 丘 ３ 丁 目 8:07 9:54 10:39 12:30 16:04 16:59 18:04 20:34

紋 別 8:13 10:00 10:45 12:36 16:10 17:05 18:10 20:40

停 留 所 名 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

紋 別 6:35 8:20 9:10 11:00 14:30 15:25 16:35 18:20

南 ヶ 丘 ３ 丁 目 6:39 8:24 9:14 11:04 14:34 15:29 16:39 18:24

元 紋 別 6:43 8:28 9:18 11:08 14:38 15:33 16:43 18:28

オ ホ ー ツ ク流 氷 公 園 前 6:44 8:29 9:19 11:09 14:39 15:34 16:44 18:29

小 向 6:55 8:40 9:30 11:20 14:51 15:45 16:55 18:40

沼 の 上 7:04 8:49 9:39 11:29 15:00 15:54 17:04 18:49

川 西 7:11 8:56 9:46 11:36 15:07 16:01 17:11 18:56

湧 別 | 7:10 7:23 8:08 | 9:00 | 10:03 10:48 | 11:45 12:33 13:23 14:18 | 15:20 | 16:08 16:38 | 17:20 18:18 | 19:05

湧 別 ４ 号 線 7:13 7:14 7:27 8:12 8:58 9:04 9:47 10:07 10:52 11:38 11:49 12:37 13:27 14:22 15:09 15:24 16:03 16:12 16:42 17:13 17:23 18:22 18:58 19:09

中 湧 別 市 街 7:16 7:19 7:32 8:17 9:01 9:09 9:51 10:12 10:57 11:41 11:54 12:42 13:32 14:27 15:12 15:29 16:06 16:17 16:47 17:16 17:27 18:27 19:01 19:14

中湧別文化センタートム 7:19 7:21 7:34 8:19 9:04 9:11 9:54 10:14 10:59 11:44 11:56 12:44 13:34 14:29 15:15 15:31 16:09 16:19 16:49 17:19 17:30 18:29 19:04 19:16

チューリップ公園 7:26 7:39 8:24 9:16 10:19 11:04 12:01 12:49 13:39 14:34 15:36 16:24 16:54 17:35 18:34 19:21

上 湧 別 7:29 7:42 8:27 9:19 10:22 11:07 12:04 12:52 13:42 14:37 15:39 16:27 16:57 17:38 18:37 19:24

開 盛 市 街 7:37 7:51 8:36 9:28 10:31 11:16 12:12 13:01 13:51 14:46 15:47 16:36 17:06 17:48 18:46 19:32

開 盛 7:38 7:51 8:36 9:28 10:31 11:16 12:13 13:01 13:51 14:46 15:48 16:36 17:06 17:48 18:46 19:33

遠 軽 7:50 8:02 8:47 9:39 10:42 11:27 12:25 13:12 14:02 14:57 16:00 16:47 17:17 18:00 18:57 19:45

遠 軽 高 校 8:07

旭 川 行 き 札幌 旭川 旭川 旭川 札幌 白滝 旭川

843 955 1150 1438 1623 16:54 1945

北 見 行 き 網走 網走 網走 網走 網走 網走 北見 網走

629 841 1033 1441 1725 1908 1922 2107

遠軽・湧別・紋別線(令和７年１０月改定案)
・遠軽～湧別間 北見バス

運行青塗は土日祝日運休
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○輸送人員と運行便数  

 

表 2-2-3 輸送人員と運行便数 

（令和６年度実績）                              (乗降傾向をもとにした令和７年度予測) 

 
輸送人数 

（人/年） 

運行便数 

（便/日） 

  
 

輸送人数 

（人/年） 

運行便数 

（便/日） 

湧別線 

（北海道北見バス） 
37,233 23 

遠湧線 

（北海道北見バス） 
102,845 34 

紋別線 

（北海道北見バス） 
64,915 8 

遠軽線 

（北紋バス） 
52,250 8 

湧紋線 

（北紋バス） 
53,896 16 

 

 

 

（湧別線） 

 

  乗車人数  降車人数  車内人数         朝（～9:00） 昼（9:00～16:00） 夕（16:00～） 

 

図 2-2-4 再編前各路線の乗降傾向（１） 
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（紋別線）  

 

（遠軽線） 

 

 乗車人数  降車人数  車内人数         朝（～9:00） 昼（9:00～16:00） 夕（16:00～） 

図 2-2-4 再編前各路線の乗降傾向（２） 
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２－３ 共同経営の目標 

（１）収益性の改善に係る目標に関する事項 

 遠紋地域における収益性は、令和８年度計画期間（令和７年 10月～令和８年９月）に＋

約８．６百万円、令和７年度計画から令和９年度計画の３年間累計で＋約２２．７百万円の

改善効果を見込んでいる。 

 

 

○ 収支見込みや収益性見込みは国庫補助算定を参考とした 

 

 

  

年間運行 年間走行 収支実績 収支見込み

便数〔便〕 キロ〔km〕 R6 R7 R8 R9 R10

北見バス 10,172 317,626 ▲ 70,942 ▲ 57,015 ▲ 62,840 ▲ 68,797 ▲ 72,862

北紋バス 2,920 157,863 ▲ 31,119 ▲ 28,176 ▲ 17,503 ▲ 18,759 ▲ 24,952

計 13,092 475,488 ▲ 102,061 ▲ 85,191 ▲ 80,343 ▲ 87,556 ▲ 97,814

北見バス 11,870 267,431 ▲ 70,942 ▲ 57,015 ▲ 51,502 ▲ 58,041 ▲ 62,964

北紋バス 5,858 181,762 ▲ 31,119 ▲ 28,176 ▲ 20,152 ▲ 21,599 ▲ 28,730

計 17,728 449,193 ▲ 102,061 ▲ 85,191 ▲ 71,654 ▲ 79,640 ▲ 91,694

北見バス 1,698 ▲ 50,195 ー ー 11,338 10,756 9,898

北紋バス 2,938 23,899 ー ー ▲ 2,649 ▲ 2,840 ▲ 3,778

計 4,636 ▲ 26,296 ー ー 8,689 7,916 6,120

差し引き

区分 事業者
収益性見込み〔千円〕

共同経営を

行わなかった場合

共同経営を

行った場合
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（２）人員数・車両数の改善に係る目標に関する事項 

 共同経営により運行体制を効率化することで、運転手の該当路線に係る労働時間が減少す

る見込みである。この結果、令和 8年度において、▲9.9 時間/日（平日）、▲7.3 時間/日

（休日）の改善効果を見込んでいる。 

 

○算定の基礎となる運転手の労働時間 

 

 

  

(単位：分）

Ｒ８年度 Ｒ９年度 Ｒ１０年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 Ｒ１０年度
平日 481656 483630 485604 365756 367255 368754
土曜 80912 80912 80912 64428 64428 64428
日祝 107364 105808 105808 85491 84252 84252
計 669932 670350 672324 515675 515935 517434 -154890

平日 245464 246470 247476 216184 217070 217956
土曜 52312 52312 52312 46072 46072 46072
日祝 69414 68408 68408 61134 60248 60248
計 367190 367190 368196 323390 323390 324276 -43920

差運行日項目

北紋バス

北見バス

共同経営を行った場合共同経営を行わなかった場合
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（３）基盤的サービス提供の維持に係る目標に関する事項 

 各重複区間において、広域移動サービスを維持するとともに、利用者の利便性を維持す

る。サービス水準の内容について、実施前後での遠軽町から紋別市間の広域でのサービス水

準の変化、遠軽町から湧別間のサービス水準の変化を下表に示す。 

 

①遠軽町～紋別市間 

 

 

②遠軽町～湧別町間 

 

  

対象系統 便数 対象系統 便数

紋別線 8 遠湧線 16 ー 湧紋線との接続便

遠軽線 8 湧紋線 16 ー

遠軽～紋別間の移動サービス 16 遠軽～紋別間の移動サービス 16 0 サービス水準を維持

共同経営実施前 共同経営実施後
増減 備考

対象系統 便数 対象系統 便数

湧別線 23 遠湧線 34 11

紋別線 8 - - -

遠軽線 8 - - -

遠軽～湧別間の移動サービス 39 遠軽～湧別間の移動サービス 34 -5 必要なサービス水準を維持

競合ダイヤを見直し

共同経営実施前 共同経営実施後
増減 最適化の内容
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３. 実施期間 

 令和７年 10月 1 日から令和 10年 9月 30 日までの 3年間とする。 

 

 

４. その他 

４－１ 共同経営による実施が想定される、その他の事業 

 該当なし 

 

４－２ 余剰の充当 

 本計画で捻出した余剰は、対象路線のサービス維持に活用するほか、サービス維持に必要

な定員に対する実人員不足の常態化に伴う、休日勤務や時間外労働の慢性化改善にも活用

し、運転手不足に伴うサービス低下の回避と、運転手の労働環境の改善を目指す。 

 また、遠軽駅におけるＪＲとの接続改善に充当することを検討する。 

 

 

 


